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認定こども園あけぼの愛育保育園 

園長 北野 久美 
 

緊急事態宣言が解除されての当園の利用について 
 

北九州市から指示がありましたように、18日から 3歳未満児、25日から 3歳以上

児の限定開園が緩和されました。 

しかし新型コロナウィルス感染症が終息したわけではありません。 

まだまだ感染が続くと思われ、北九州市も例外ではありません。さらに、    

ニュース等でご存知の通り乳幼児の川崎病に似た症状が重篤化している例も   

ございます。私どもといたしましても、子どもたちと職員の健康を守り、引き続き

開所していくため努力しておりますが、保護者の皆さまのご協力がいよいよ   

不可欠になっております。 

 

＊園は、本質的におとなも子どもも「濃厚接触」の 

場所であり、感染のリスクをゼロにすることは不可能です。 

＊「新しい生活様式」での保育展開はこれまで以上に配慮を 

必要とします。 

しかも国の例示のようなことが、すべてできるわけではありま

せん。 

（手立てを取ったとしても、感染リスクがゼロになるわけでは 

ありません） 

＊ご理解いただいた上で、今後の登園についてご判断 

ください。 

  

・“慣らし保育”は園になれるための新入園児のことではなく、新しい生活様式に 

慣れるため、保護者にとっても慣れていただく期間でもあります。また長期間     



 

家庭保育で過ごされたお子さんにとって、慣れていた園でも戸惑いや精神的な 

不安も出てくると予想されます。この子どもの心をご理解の上、段階的な受け  

入れにご協力ください。（5月 18日からは海組：3歳未満児 受け入れ開始 

5月 25日からは宙組：3歳以上児  受け入れ開始となります。） 

 

登園の際の注意事項はこれまで同様です。 

 

1）保護者、ご家族も朝夕の検温をご家族でなさってくださること。 

 

２）ご家族のどなたかが微熱や体調不良の場合は必ずお知らせください。 

その場合、お子さんの登園はできません。 

 

３）登園、降園の際も密を避けるための手立てを取りますので、ご理解ください。 

   （メールにてお示ししたような手順です） 

 

４）お子さんが平熱で元気という場合であっても、登園の判断は 

保護者の方にお任せいたします。 

  *登園するのが心配、在宅勤務できるという保護者の方はお申し出ください 

 

５）運動会等各種行事は ‟原則”中止となっています。 

  しかし、子どもにとって必要なことを吟味しながらの対応となりますので 

  各行事の方針が決まりましたら、お伝えします。 

 
 
 職員も感染リスクの不安と闘いながらの出勤です。感染が起きないよう、休園に

ならないよう努力しています。 

保護者の皆様もきっと同じように対策し、不安を抱えながらの生活であると思い

ます。 

このような状況下でありますが、皆さまと力を合わせてこの感染症が終息する 

まで取り組んでまいりましょう。 

 

 

 

 

限定開園の間 

私も精いっぱいの努力で、DVD,メール配信、お手紙等いたしましたが 

皆様からのエールや励ましのメール、お手紙に、本当に励まされました。 

皆様と一緒にお子さんの育ちに寄り添える倖せを心から実感いたしました。 

感謝の気持ちでいっぱいです。今後も努力いたします！ 

 


